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《原　著》

肝細胞癌およびその転移巣における99mTc－HIDA

　　　　　　シンチグラフィーの臨床的意義

安永　忠正＊

高橋　睦正＊

広田　嘉久＊　上野　助義＊

別府　　進＊＊

土亀　直俊＊

　要旨胆道シンチ製剤99mTc－HIDAシンチグラフィーの肝細胞癌とその肝外転移巣における診断的意義

を通常のコロイド肝シンチグラフィー，α一fetoprotein，血管造影の所見と対比検討した．肝細胞癌12例にお

いて，肝病巣は異常集積を示した1例を除いてはコロイド肝シンチグラフィーとほぼ同様の欠損像を呈し，

他病変との鑑別診断的意義は乏しいと思われた．しかし，肝外転移巣を有していた3例中2例には骨および

肺に顕著な異常集積が認められ，転移巣の検索や原発巣との関連性の追求に有力な検査法であると思われた．

この場合，α一fetoprotein値や血管造影所見との相関は認められなかった．

1．はじめに

　腫瘍の一般的特徴として，組織学的にその病巣

は発生母組織に類似する．ことに肝細胞癌では原

発巣のみならず遠隔転移巣においても，半数以上

で胆汁色素の沈着を認めることが知られてい

る1・2）．一方，肝胆道シンチ製剤99mTc－HIDAの肝

描出は，ビリルビン産生能を有する肝実質細胞に

摂取されることによる．したがって，比較的分化

度の高い肝細胞癌の場合，99mTc－HIDAが病巣部

位を陽性像として描出する可能性を示している．

しかし，この方面の研究は少なく症例報告を主体

とした数篇の論文をみるにすぎない3”6）．われわ

れは骨および肺転移巣に99mTc－HIDAの強い異常

集積を示した肝細胞癌剖検例を最近経験したのを

機会に，さらに11例を加わえて計12症例の肝細胞

癌症例について，胆道シンチ製剤の有用性を通常

のコロイド肝シンチ，α一fetoprotein，および血管

造影との関連性を含めて検討したので報告する．
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IL　対象と方法

　対象は99mTc－－phytateによる肝シンチ像で明ら

かな欠損像を呈し，手術または剖検によって確認

されたhapatocellular　carcinomaの12例である．

使用した装置は東芝製ガンマカメラGCA　401型

である．肝胆道シンチグラフィーの方法としては，

99m－TcHIDA約10　mciを静注後，5，10，15，45，

60分に肝正面像の経時的な撮影を行い，転移巣に

ついては5分および30分後に撮影した．99mTc－

HIDAと99mTc－phytateによるシンチ像の比較検

討は肉眼的に行い，さらに全例にα一fetoproteinの

測定および血管造影を施行した．

III．結　　果

　肝細胞癌例の内訳および結果はTable　1のとお

りである．原発巣の99mTc－HIDAの取り込みは正

常肝とほぼ程度の集積を示した1例を除いてはす

べて99mTc－phytateと同様に欠損像を呈していた．

転移巣を有していた症例は3例であるが，このう

ち2例は明瞭な異常集積を示した．これらの転移

部位は1例が肺および骨，1例は骨のみであり，

異常集積を認めなかった症例は肺および頸部リン

パ節に転移を来たし，そのSizeは3～5　cmであっ

た．頸部リンパ節転移巣には生検が行われている
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Table　l　Results　of　scintigraphy，α一fetoprotein　and　Angiography　for　l　2　cases　of　hepatoma

Case
uptake　of　99mTc－HIDA

P・；m竺一一

1．D．N．44　M

2．　C．S．　　48　F

3．0．S．　53　M

4．Y．T．　73　F

5．C．Y．52　M
6．S．U．　56　M

7．S．Y．　59　M

8．S．M．　64　M

9．T．S．　53　M

lO．　K．M．48　M

11．K．M．　64　M

12．T．K．52　M

warm

cold

cold

cold

cold

cold

cold

cold

cold

cold

cold

cold

metastatic　lesion

1ung：　十

bone：　十

bone：　十

lung：　－

cervical

lymph：一
　（一）

　（一）

　（一）

　（一）

　（一）

　（一）

　（一）

　（一）

　（一）

Vascularity　by
angiography

　　hyper．

hyper．

hyper．

hypo．

hyper．

hyper．

hyper．

hyper．

hypo．

hyper．

hypo．

hyper．

α一fetoprotein

54500ng／m／

negative

21000ng／m／

15190ng／ml

l6130　ng／ml

positive

23000ng／m1

38800ng／m／

　108ng／m／

　15ng／m1
　32ng／m／

　75ng／m／

が未分化傾向が強く，胆汁色素の沈着は認めなか

った．血管造影によるVascularityの検討では転

移を来たしていた3例はいずれもhypervascular

であった．α一fetoproteinとの関連では，転移巣に

異常集積を呈していた1例は強陽性を示したが，

1例は陰性であった．なお，原発巣については，

Vascularityやα一fetoproteinとの間に特に一定の

傾向は認めなかった．

〔症例1〕　44歳男性，主訴：疹痛を伴う左前胸部

　腫瘤

　臨床経過：昭和54年春頃左前胸部が腫大してい

ることに気づき，同年4月6日精査のため熊大放

射線科入院．入院時生化学的検査所見はGOT　115，

GPT　45，アルフォス190　mμ〃であり，また，α一

fetoproteinが54500　pg／m1と異常高値を示し肝臓

癌の存在が疑われた．

　放射線学的検査：胸部X線撮影像では左第6

肋骨の融解像を伴う腫瘤陰影が認められ，両肺に

も大小不同の輪郭鮮明な円形陰影が多数撒布され

ていた（Fig．1）．　CT像では胸壁腫瘤は不規則な破

壊像を伴う隆起を示し，肋骨由来のものであるこ

とが明らかであった（Fig．2）．なお骨シンチグラフ

ィーでは肋骨の腫瘤部に強いRI（Radio－isotope）

の異常集積が見られたが，他部位は正常であった．

腹部CT像は肝右葉萎縮，肝左葉および脾腫大の

肝硬変の像を呈するとともに，肝右葉背側に楕円

形の低吸収域と肝左葉の全体的な吸収値の低下を

呈していた（Fig．3）．99mTc－phytate肝シンチ像で

も定型的な肝硬変像を呈し，肝右葉背面にSpace－

occupying　lesionがみられた（Fig．4）．99mTc－

HIDAシンチグラフィー正面像では，肝自体の

RI分布に異常を指摘しえないが，静注後5分像
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Fig．1　Chest　X－ray　showing　multiple　nodular　densities

　　　in　the　entire　lungs　and　large　enlargement　of　the

　　　anterolateral　portion　of　the　left　6th　rib．
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Fig．2 L’　1scan　ot　the　cnest　demonstratlng　tne　tumor

of　the　rib．
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Fig．3　CT　scan　of　the　liver　showing　low　density　areas

　　　in　the　right　and　left　lobes．　Spleen　is　enlarged．
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Fig．4　Liver　images　with　99mTc　Phytate　showing，

　　　Cirrhotic　pattern，　and　Cold　lesion．
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Fig．5　ScinUgraphy　wlm　99Mlc－MlvA

　　　a）Whole　body　scan．
　　　b）　Image　of　the　chest　showing　abnormal　high

　　　　　accumulation　to　the　metastatic　lesion．

　　　c）　Image　of　the　liver　showing　normal　distri－

　　　　　bution．

より肋骨腫瘤および肺転移巣に一致して強い異常

集積が認められ，この異常集積は60分後撮影像で

も残存していた（Fig．5）．また，67Ga－citrateおよ

び75Se－Selenomethionineシンチグラフィーでも

転移巣にいずれも異常集積が認められた．血管造

影では，肝腫瘤部はhypervascularityを示す肝臓
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Fig．6　Histology　of　the　lung　shows　metastatic　lesion

　　　with　small　amount　of　bile　pigment　deposition，

癌の像であった．

　以上の所見より，肝臓癌およびその多発性転移

例として治療を行ったが昭和55年2．月15日死亡し

た．

　剖検所見：検査所見に一致して肝右葉および左

葉に腫瘤があり，肋骨部や肺の転移巣が確認され

た．特徴的所見として，これらの病巣はいずれも

肉眼的に黄緑色を呈しており，組織学的には，著

明な腫瘍細胞の増殖の間に黄色調の胆汁色素沈着

が存在していた（Fig．6）．

〔症例2〕48歳女性，主訴：左上腕骨折

　臨床経過：昭和55年4月肝臓癌にて肝右葉切除

術を受ける．同年6月左上腕骨を骨折しX線像で

同部位の骨破壊像があり病的骨折と考えられた．

　放射線学的検査：骨シンチ像では同部位および

右大腿骨遠位端に異常集積が認められた（Fig．7a）．

α一fetoproteinは陰性であったが，肝臓癌との関連

性を考慮して99mTc－HIDAシンチグラフィーを施

行した．その所見では，骨シンチと一致する異常

集積が認められ，肝臓癌からの転移であることが

臨床経過および，本検査によって強く示唆され

た（Fig．7b）．

IV．考　　案

肝シンチグラフィーに使用なれる放射性医薬品

には，細網内皮系に食食される99mTc，198Au，

塾

Fig．7　Bone　images　demonstrating　abnormal　uptake　of　the　left　humerus　and　the　right

　　　distal　femur．

　　　a）99mTc－MDP　scintigraphy

　　　b）　99mTc－HIDA　scintigraphy

Presented by Medical*Online



肝細胞癌およびその転移巣における99mTc－HIDAシンチグラフィーの臨床的意義

113mlnなどの標識コロイド群と肝実質細胞に能動

輸送によって取り込まれる1311－rose　bengal，1311－

BSPおよび99mTc標識化合物としてのHIDA，

PyG，　PIなどが挙げられる．通常，肝シンチグラ

ムと言えば前者を示し，後者は肝胆道シンチグラ

フィー製剤と呼ばれているように，主として黄疸

を有する疾患に利用されている．したがって，肝

自体のイメージについては肝内や肝門部胆嚢によ

るcold　lesionの鑑別に用いられているにすぎな

い6）．しかし，肝胆道シンチ製剤の肝描出は肝実

質細胞に摂取されるという機序より質的診断への

応用が期待され，事実，肝細胞癌やfocal　nodular

hyperplasiaに異常集積を示した症例が報告され

ている2～8）．この方面の研究の一部として，本論

文では，肝臓癌12例について99mTc－HIDAシン

チ像の検討がなされている．肝臓癌の場合，原発

巣である肝自体の病変は1例を除いてはいずれも

99mTc－phytate肝シンチ像と同様に「欠損像」を呈

していた．一方，転移巣については，3例中2例

に骨や肺に異常集積が認められ，残りの1例は頸

部リンパ節および肺に3cm以上の転移巣があっ

たにもかかわらず異常集積は存在しなかった．組

織学的には3例のうち異常集積を示した1例は明

らかに胆汁色素の沈着が認められ，異常集積がな

かったものは未分化の傾向が強く，色素沈着を認

めていない．一’方，肝臓癌における一般的特徴と

して組織学的に遠隔転移巣がある場合，その半数

以上に胆汁色素の沈着が証明されることが知られ

ている9）．また，α一fetoproteinや血管造影による

Vascularityとの関連性も検討したが，99mTc－

HIDAのuptakeとの間に一定の傾向は認めてい

ない．これらのこと，特に原発巣に異常集積を示

さず転移巣において明瞭であるという事実は，肝

胆道シンチ製剤が肝細胞癌において陽性像を呈す

るための条件として，1）肝癌細胞がビリルビン

産性能を有し，薬剤の取り込みが行われること，

しかも，2）排泄路の障害または消失，が必要で

あることを示唆していると思われる．すなわち，

527

転移巣に異常集積が強くみられたのはこのような

条件が満たされるためであろうと推定される．

V．ま　と　め

　肝細胞癌12例について，原発巣およびその転移

巣における肝胆道シンチ製剤99mTc－HIDAの診断

的意義を検討した．肝胆道シンチ製剤は肝外転移

巣に著明な異常集積を示し，転移巣の検出や原発

不明癌における原発巣の検索に有用であった．こ

の場合，α一fetoproteinの値や血管造影所見によ

るVascularityとは関連性を認めなかった．

本論文の要旨は第21回日本核医学総会にて報告した．
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Summary

Clinical　Significance　of　99mTc・－HIDA　Scintigraphy　for　Hepatomas

　　　　　　　　　　and　Detection　of　Their　Distant　Metastasis

T．YAsuNAGA，　Y．　HIRoTA，　T．　TsucHIGAME，　S．　UENo，

　　　　　　　　　　　S．BEppu　and　M．　TAKAHAsHI

Department　of　Radio／ogγ，　Kttmamoro　University　Hospital，　Klt〃lamoto

　The　clinical　significance　of　99mTc一田DA　scin－

tigraphy　for　twelve　hepatomas　and　detection　of

their　distant　metastases　was　studied　in　relation　to

99mTc－phytate　scientigraphy，　AFP　and　angio－

graphy．　In　eleven　patients　with　hepatoma，　there

was　no　marked　difference　in　the　distribution　of

99mTc－HIDA　and　99n1Tc－phytate　within　liver．　But，

in　two　of　three　patients　with　bone　and｝ung　meta－

stases，99mTc－HIDA　concentrated　remarkably　in

the　metastatic　lesions．　Abnormal　uptake　of　99mTc－

HIDA　had　no　relation　to　AFP　and　findings　of

angiography．

　　These　results　suggest　that　99mTc－HIDA　scinti－

graphy　is　useful　for　detection　of　distant　metastases，

and　useful　for　diagnosis　of　hepatic　lesions　of

hepatoma．

　　Key　words：99mTc－HIDA　sintigraphy，　functional

hepatoma，　metastatic　lesion．
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